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◆
平
成
31
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
提
案
理
由
】

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

に
つ
い
て
、
給
食
費
が
実
費
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
負
担
が
増
え
て
し

ま
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
態
と

考
え
方
は
。

・
今
後
、
待
機
児
童
が
増
え
る
と
思

わ
れ
る
が
、
見
通
し
と
対
応
は
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ

い
て
、
対
象
者
数
は
何
人
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

・
商
品
券
の
販
売
単
位
、
使
用
単
位

は
。

・
商
品
券
の
販
売
期
間
、
使
用
期
間
、

利
用
可
能
店
舗
は
。

・
い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
推

進
事
業
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
委

託
事
業
と
の
こ
と
だ
が
事
業
内
容

と
実
施
期
間
は
。

・
不
登
校
児
童
に
確
実
に
伝
わ
る
よ

う
に
、
チ
ラ
シ
が
あ
る
と
伝
え
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
平
成
31
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
提
案
理
由
】

一
般
会
計
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

本
会
議・委
員
会
か
ら

・
補
正
予
算
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た

経
過
は
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
安
定
的
に

継
続
し
て
放
送
を
続
け
て
い
く
た

め
の
課
題
は
。

・
番
組
を
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
広

告
な
ど
が
収
入
源
に
な
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
見
込
み
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

・
災
害
時
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
の
か
。

・
狛
江
Ｆ
Ｍ
で
導
入
す
る
機
材
は
自

動
起
動
ラ
ジ
オ
に
も
対
応
し
て
い

る
の
か
。

・
補
助
対
象
の
団
体
は
ど
の
よ
う
な

団
体
な
の
か
。

・
Ｆ
Ｍ
局
開
設
に
当
た
り
、
費
用
は

ど
れ
ほ
ど
か
か
る
の
か
。

・
９
月
に
免
許
が
お
り
ず
補
助
金
が

未
執
行
に
な
っ
た
場
合
は
放
送
機

器
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
平
成
31
年
度
狛
江
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
提
案
理
由
】

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を
補
正

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
30
年
法
律
第

30

33

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
す
る
条

平成31年度狛江市一般会計補正予算
（第2号）の主な内容（歳出）

451万5千円ぽかぽか広場関係費総務管理費総 務 費

337万2千円一般事務費社会福祉費

民 生 費

1,646万9千円一般事務費児童福祉費

1億3,307万円プレミアム付商品券事業商 工 費商 工 費

335万1千円いじめ対策・不登校支援等推進事業教育総務費

教 育 費

521万9千円子育てのための施設等利用給付幼児教育費

社
会
常
任
委
員
会

第
2
回
定
例
会

本

会

議

◆
狛
江
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

調
布
都
市
計
画
一
中
通
り
沿
道
地

区
地
区
計
画
の
決
定
に
伴
い
、
地
区

整
備
計
画
区
域
を
加
え
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
駅
北
口
地
下
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

変
更
に
伴
い
、
定
期
駐
車
使
用
料
の

額
を
改
め
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

◆
狛
江
市
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一

◆
狛
江
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
26
年
厚

生
労
働
省
令
第
61
号
）
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

例
に
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
31
年
政
令
第
１
１
８
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
第
１
号
被
保
険
者
の

平
成
31
年
度
の
保
険
料
率
を
改
め
る

た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
契
約
に
つ

い
て

【
提
案
理
由
】

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
39
年
条
例
第
３
号
）
第

３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

◆
狛
江
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
東
海
林
和
彦
氏
）

【
提
案
理
由
】

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
１
９
６
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
た

め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
同
意

◆
狛
江
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
石
川
慶
一
郎
氏
）

【
提
案
理
由
】

地
方
税
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

２
２
６
号
）
第
４
２
３
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
同
意

◆
狛
江
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
佐
藤
正
志
氏
）

【
提
案
理
由
】

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第

１
６
２
号
）
第
４
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
た

め
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
同
意

◆
狛
江
市
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関

す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

市
が
実
施
す
る
学
校
給
食
に
係
る

学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
。

【
主
な
質
疑
】

・
就
学
援
助
を
受
給
す
る
方
は
就
学

援
助
を
も
ら
っ
た
中
か
ら
払
う
の

か
。
ま
た
は
給
食
費
を
請
求
し
な

い
と
い
う
形
に
な
る
の
か
。

・
未
納
者
の
生
活
実
態
は
ど
う
な
の

か
。

・
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
学
校
給
食
費
の
月
額
を

調
整
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
申

請
場
所
の
周
知
を
行
う
べ
き
で
は
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
結
果
】
賛
成
全
員
の
可
決

建
設
環
境
常
任
委
員
会

部
を
改
正
す
る
条
例

【
提
案
理
由
】

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

変
更
に
伴
う
規
定
を
加
え
る
た
め
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
の
可
決

平
素
は
精
神
障
害
者
施
策
に
ご
理

解
と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
の
障
害
者
施
策
に
お
い

て
は
、
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

及
び
精
神
障
害
者
の
３
障
害
一
元
化

が
基
本
方
針
で
す
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ

や
大
手
民
営
鉄
道
・
高
速
道
路
等
の

公
の
障
害
者
は
適
用
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
精
神
障
害
者
は
除
外
さ
れ
て

お
り
、
障
害
の
種
別
に
よ
る
支
援
の

内
容
に
差
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
２
月
に
日
本
は
国
連
障

害
者
権
利
条
約
の
締
結
国
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
に
は
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
精
神
障

害
者
に
も
差
別
な
く
、
交
通
運
賃
割

引
制
度
の
適
用
を
せ
つ
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

精
神
障
害
者
は
、
就
労
が
困
難
で

所
得
保
障
も
乏
し
く
、
経
済
的
負
担

か
ら
デ
イ
ケ
ア
や
作
業
所
も
利
用
せ

ず
、
外
出
を
控
え
て
い
る
現
状
で
す
。

精
神
障
害
者
に
も
身
体
障
害
者
や
知

的
障
害
者
と
同
様
に
交
通
運
賃
割
引

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
と
、「
社
会

資
源
の
利
用
」
で
「
社
会
参
加
」
が

出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
全
文
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

あ
る
い
は
市
議
会
事
務
局
で
閲
覧
で

き
ま
す
。）
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採
択
さ
れ
た
陳
情

第
２
回
定
例
会
で
は
２
件
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
、
１
件
採
択
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
陳
情
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

国
会
へ
精
神
障
害
者
に
も

交
通
運
賃
割
引
制
度
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情

６
月
１
日
号
掲
載
の
10
面

「
議
案
と
結
果
」
の
「
野
田
市

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
事
件
の
再
発
防
止

に
関
す
る
意
見
書
」
の
賛
否
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
吉
野
芳
子
議
員
×↓

正
吉
野
芳
子
議
員
○

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

訂
正


